
ご案内
⼀般社団法⼈・地域国⼟強靭化研究所（URL: https://lrri.or.jp/, 略称・LRRI，通称・エル
リ）では，会員と会員の関連組織が所有する地域国⼟の強靭化に資するための技術を以下のよう
に分類して集約いたしましたので，ここに紹介させて戴きます。

１．インフラリハビリ技術 (IRT)
２．ICRT（DX 技術も含む）
３．気候変動対応技術
４．地盤改良・地盤補強技術
５．これから開発が期待される技術

防災・減災のための“事後対応（復旧＆復興）”はもちろんのこと，“事前対応”（予防保全）に
もお役に⽴てると確信しております。
広くご活⽤いただければ⼤変幸いです。

令和4年 1⽉21⽇
代表理事︓安原⼀哉

https://lrri.or.jp

staff@lrri.or.jp

LRRI における
地域国⼟強靭化技術

〜令和4年 1⽉10⽇現在〜

https://lrri.or.jp

staff@lrri.or.jp
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1．LRRI における
インフラリハビリ技術 (IRT)

インフラリハビリ技術(IRT) とは, 社会インフラの保守・維持管理・更新に関連する技術を指
します。IRT は，Infrastructural Rehabilitation Techniques の略です。

（IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会）

©2021 株式会社JSP

レジリエンス（⻑寿命化、耐震性向上）
①施⼯
〇供⽤しながら施⼯可
〇騒⾳が少ない
〇ヤードが⼩さい

②環境
〇軟弱地盤に適⽤
〇埋設管の負荷軽減
〇住宅密集地に採⽤可
③経済性
〇⾼さによるが撤去・
架け換えより安価



ウレタンLH⼯法
（現場発泡ウレタン軽量盛⼟⼯法）

アキレス㈱
• 現場発泡ウレタンを使った軽量盛⼟⼯法を応⽤して、
橋梁の⻑寿命化⼯事に採⽤されています。

IRT研究会
フォームサポート⼯法分科会

①施⼯箇所

②壁⾯⼯

③ウレタン⼯

④供⽤後

排⽔補強パイプ

Copyright © OKASANLIVIC.CO.,LTD. All Rights Reserved.

排⽔補強パイプは簡易な打撃貫⼊により，既設の盛⼟，既設擁壁背後に設置して，裏込めから⽔を排⽔する。
⼟構造物の性能回復のためのメンテナンス技術であり，気候変動による豪⾬に対する気候変動適応技術である。



ARISライナー⼯法

IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会

• 反転⽅式の埋設管更⽣⼯法

• 適⽤管径100㎜〜1800㎜と、⼩⼝径から⼤⼝径まで農業⽤パイプラインを掘り
起こさずに更⽣できる

• 最⼤延⻑500mまで継ぎ⽬のない施⼯を実現、効率的で強固な管路へと迅速に
更⽣

• ライニング材を管内に反転挿⼊した後、温⽔または温⽔シャワーリング（特許
取得）で硬化させ、既設管内部にパイプを形成

• 継ぎ⽬のない強固な構成管路を構築

• 粗度係数（＝0.010）が向上し、流量の確保に貢献

• 農林⽔産省⼟地改良事業計画設計基準「パイプライン」に準拠した⾃⽴管とし
て設計可能

• 温⽔による加熱硬化によって施⼯するため、環境にやさしい

• （公社）⽇本下⽔道新技術機構 建設技術審査証明第1645号

• 「農業⽔利施設保全補修ガイドブック」農業⼟⽊事業協会に掲載⼯法

• NETIS登録番号 QS-200055-A

• 農業農村整備⺠間技術情報データベース（NNTD）登録番号 0292

SWライナー⼯法

 ストリップ式の埋設管更⽣⼯法

 適⽤管径800㎜〜1800㎜の鉄筋コンクリート管，最⼤延⻑240m

 供⽤中の流れを⽌めることなく施⼯できるため、地域⽣活に影響を及ぼすことなく速やかに⼯事が可能

 既設管のマンホール部または⽴て坑へと帯状の塩化ビニル製部材（ストリップ）をスパイラル状にかん合しなが
ら送り込み内側に新しい管を形成することで、掘削せずに管きょを更⽣

 継ぎ⽬のない連続構造（かん合部に接着剤）

 充てん時の浮き上がり対策として⽀保⼯が無くても施⼯可能

 パワフルな元押し式による製管

 （公社）⽇本下⽔道新技術機構 建設技術審査証明第2017号

 NETIS登録番号 KT-150034-A

 「管きょ更⽣⼯法における設計・施⼯管理ガイドライン-2017年版-」⽇本下⽔道協会に掲載⼯法

IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会



 ＲＣＧインナーシールは、その主成分となる
けい酸ナトリウムおよびけい酸カリウムが粒⼦
コロイドの性状を有しており、コンクリート表
層部に浸透すると粒⼦コロイド⾃体が⽔酸化カ
ルシウムと反応して⽑細孔を緻密化して、化学
反応と物理作⽤の相乗効果により安定した保護
層を形成します。⼟⽊学会規準「けい酸塩系表
⾯含浸材の試験⽅法（案）」での品質試験結果
によって優れた保護効果を確認しています。

 着⾊することで施⼯状況及び施⼯範囲の⽬視
確認が可能です。

IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会

施工中 施工直後 施工１２日後

施工後の退色状況

RCGインナーシール

 施⼯後１０年以上経過しても⻩変や変⾊が⾒られません。防⽔性と、過剰⽔分を⽔蒸気として外部に放出し、
アルカリシリカ反応等の劣化抑制効果を有します。

IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会

スケルトンクリアーコーティング

（CC-B仕様）

超薄膜スケルトン

はく落防災コーティング

ガラス繊維シートとコーティング材

のみの工程ではく落防止機能を実現。

プライマー処理も不要です。

コーティング材のみの工程でトンネル

内高所作業や車線規制などを極力短

期化。プライマー処理も不要です。

施工の簡便性は そ のままにコンク

リートの劣化因子の浸入防止とクラ

ック追従にプライマー処理を加え

耐候性を向上しています。

完全防水型塗料 MBSクリアガー
ド

通常塗料

スケルトンクリアーコーティング

スケルトン防災コーティング

素地内部の⽔蒸気を外部に
放出するシームレスな表⾯
保護。

施⼯後の⽬視観察が可能。



SBC工法を用いた橋梁補強
©2021 昭和コンクリート工業株式会社

（IRT研究会 フォームサポート⼯法分科会）

既設橋梁 ボックスカルバートを桁下に配置 充填材による⼀体化

SBC⼯法（鋼球横引き⼯法）

によるボックスカルバートの設置

既設橋梁を供⽤しながら橋梁を補強することができる 迂回路の設置が困難な現場で特に有効

既設橋梁の撤去不要 撤去に関わるコスト、⼯期、交通規制不要

2．LRRI におけるICRT*

（DX 技術も含む）

（＊ICRT は，インフォメーション，コミュニケーション＆ロボットテクノロジーの略，R 
のロボットには，ドローン（UAV）も含まれる）



■MEMS加速度センサICタグを⽤いた
斜⾯モニタリング⼿法■

危険斜⾯の⼟砂災害危機管理を実現するためには，当該斜⾯や盛⼟
のモニタリング⼿法の実⽤化が求められる．

（茨城⼤学）

0 10 20 30 40
0

2

4

6

8

区間最大トルク (N m)

区
間
最
大
支
圧
ア
ン
カ
ー
力

 (
kN

)

4.24

16

良質な地盤材料の時には、トルク値に基づく
施⼯時の品質管理が可能であることを確認

施⼯者にとっても簡易なシステム

トルクデータの遠隔地での
リアルタイム把握

良質な砂質⼟

軟弱な粘性⼟

性質が⼤きく異なる
2種類の⼟で
多数アンカー補強⼟壁
を施⼯して、施⼯中の
ターンバックル回転時の
トルクを計測

■多数アンカー式補強⼟壁の施⼯時盛⼟品質管理■
（岡三リビック㈱による）



■下部⼯基礎の洗掘モニタリングシステム■
 河川内にある橋梁の下部⼯基礎の洗掘状況を遠

隔地から監視
 携帯電話の通信回線を利⽤することで、現地に⾏

かずにデータ計測および健全度の確認が可能
 洪⽔発⽣時に橋梁上の通⾏可否を迅速に判断し、

管理者にメール通知

概 要

計測原理  基礎周辺の⼟砂が洗掘すると、橋脚の固有振動
数が低下することに着⽬

 本システムでは固有振動数の変化を計測して、洗
掘量を定量的に把握

導⼊効果  状況把握の迅速性UP…遠隔地から監視可能
 安全性の確保…洪⽔時も河川内に⽴⼊不要
 近接困難箇所の解消…⽔⾯下も計測可能
 災害時の初動対応を⽀援…異常をメール通知

問い合わせ先 株式会社 福⼭コンサルタント 担当︓宮村正樹、⼟⽥智（インフラマネジメント事業部）
〒101-0033 東京都千代⽥区神⽥岩本町4-14 / TEL︓03-5805-8864 / FAX︓03-5805-9408

適⽤実績30件以上
・道路橋・鉄道橋での実績
(TECRIS登録あり)

・内閣府の戦略的イノベーション
プログラムでの実証実績

特許取得
基礎構造物の健全度評価⼿法

（特許第4863813号）

国⼟交通省
点検⽀援カタログ掲載

BR030016－V0020

各種メディアで紹介
・⽇経コンストラクション
・橋梁と基礎
・次世代センサ
・検査技術 etc

0

1

2

3

4

50

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

降
水

量
（

m
m/
1
0分

）

水
位
(
c
m)

時刻

降水量（mm/10min） 実測データ 多変量予測（60min） ＡＩ予測（60min）

【状況の把握】 【デジタルツインと近未来予測】 【最適避難誘導と早期の復旧】

①IoTセンサによる情報収集

②オープンデータの収取と一元可
視化

①近未来AI水位予測

②リアルハザートマップによる氾
濫予報

③シミュレーションによる災害リ
スクの把握

①情報のパーソナル通知

②リアルハザートマップを活用し
た避難誘導

③早期復旧の支援
※開発中（FY2022サービスイン予定）

▲高度防災情報サービス事業
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激甚化する自然災害発生に備え、市民の逃げ遅れゼロを目指ざす高度広域防災情報サービスの社会実装を促進する。
多数の市民への被災影響が著しく広域連携が必要な近隣市町村を対象地域とする。

事業
内容

全国各地で豪雨が頻発・激甚化、広域被害拡大。
治水、砂防等のハードとソフト対策の一体化と、慢性的な人材不足の近隣自治体間の情報連携、相互助け合いが必要。

社会
課題

■減災に資する『⾼度広域防災プラットフォーム』 ■
「逃げ遅れゼロ」を⽬指す⾼度防災情報サービス

（㈱福⼭コンサルタント)



■SoundUD⾳響通信技術による
⾳声⽂字化・多⾔語化情報提供サービス■

・災害時における防災無線等における外国人、聴覚障害者等への確実な情報提供
・騒音工事現場等における、確実なテキストによる指示伝達およびメモリ機能

（須田技術士事務所・SoundUD推進コンソーシアムによる）

防災無線

ドローン

大雨、騒音下においても、音声文字
化、多言語化による確実な情報提供
、指示伝達が可能になると共に、メモ
リ機能による記録での再表示も可能

音声情報・デジタル情報の配信

〔技術概要〕

■SoundUD⾳響通信技術による
競技場等における避難誘導システム■

音声文字化、多言語対応による災害時における外国人、聴覚障害者等への
確実な情報提供と避難誘導

（須⽥技術⼠事務所︓SoundUD推進コンソーシアムによる）

「火災発生」・「避難指示」

地震の揺れ等によるパニック状態（慌てて
施設から出ようとする等）を想定した対応

翻訳（対訳）機能付き拡声器フリップボードで多言語表示

放送内容を理解できなかった外国人
や障害者等に個別に説明

個別対応 個別対応

「緊急地震 報」（地震発生）

安全な場所（屋外等）へ避難
消防隊の到着

避難誘導完了

【スタンドアロン型スピーカー】
避難所でのアナウンス

【パトランプ】
情報の視覚化

【デジタルサイネージ】
情報の視覚化

【おもてなしガイド】
アナウンスの多⾔語配信

【VoiceTra】
翻訳機能

【おもてなしガイドBiz】
筆談機能

【メガホン】
多⾔語配信可能な拡声器

【おもてなしガイドBiz】
フリップボード機能

【おもてなしガイド】
試合内容等の多⾔語配信

【チケットレス⼊場】
ゲートの混雑緩和

平常時の利⽤例
総務省：競技会場におけるICT利活用に関する調査研究にて



■地域DX活⽤による⾼度災害広域情報提供サービス■
災害時における地域における自助・共助の仕組みづくりと広域オープンデータ
活用による高齢者、外国人、障害者等への確実な情報提供・支援の実現へ

（須⽥技術⼠事務所による）

河川・地盤情報

地域災害支援
共生コミュニティの形成

福祉避難所情報

バリアフリールート

避難・方法声掛け

要支援者・支援者
への支援および
マッチング

地域生活・医療・流通
プラットフォーム

国土交通データ
プラットフォーム

災害・地震情報

気象情報

道路・交通情報

要支援者・支援者情報

防災教育・マイタイムライン作成支援

避難誘導・声掛けマッチング

リアルタイム三次元避難ルート情報

避難方法・避難所選択情報

高度災害広域情報提供プラットフォーム

地域における
自助・共助の仕組みづくり

病院・医療・救急情報

コンビニ・ガソリン供給情報

3. LRRI における
気候変動対応技術



3.1 基本姿勢
適応と緩和・適応融合を念頭に置いた防災・減災技術
（ソフトウエア，ハードウエア，ヒューマンウエアを総合）

困難だがここが
重要︕➣知恵の
出しどころ

例えば，クールビズとか
ウォームビズ等

ハザードマップ利⽤
とか避難⽅法確認など

【カーボンニュートラル
とかゼロエミッション
とかはこちら側】

【災害対応（防災＆減
災）とかはこちら側】

【LRRIの⽅向はここが中⼼ですが・・・】

3.2 既成の技術
（現在関与している技術）



【事例1】︓ジオプール⼯法（⾬⽔処理技術）（⽇東ジオテクノ㈱＆岡三リビック㈱）

【事例2】排⽔補強パイプ

Copyright © OKASANLIVIC.CO.,LTD. All Rights Reserved. 24

排⽔補強パイプは簡易な打撃貫⼊により，既設の盛⼟，既設擁壁背後に設置して，裏込めから⽔を排⽔する。
⼟構造物の性能回復のためのメンテナンス技術であり，気候変動による豪⾬に対する気候変動適応技術である。

（岡三リビック㈱による）



【事例3a】︓テラメッシュ⼯法（豪⾬に強い擁壁）（エターナルプレザーブ株式会社）
テラメッシュ工法は、栗石を充填したふ
とん籠（壁面）が、盛土内の地下水上昇
を抑制するとともに、その一体となった
網部材により、盛土の崩壊等を防ぐ強靭
な擁壁である。材料に用いる鋼線は防錆
使用のガルファンメッキ＋Polimac®コー
ティングされているため、塩害地域でも
腐食しない高い耐久性を有する。材料が
軽量(約27kg/set)なため大型クレーンな
どは必要なく現地での運搬が容易である。
籠の中に栗石を入れることから排水性に
優れ、豪雨に強い擁壁である。

施工事例補強土壁 TMS（テラメッシュ擁壁工法）豪雨に強い

補強土壁 TMHB（テラメッシュハイブリッド工法）高盛土

もたれ式擁壁 TM-Y 狭小・切土

施工事例

施工事例

製品概要

NETIS登録：KT-150023-A

（押え盛土の例）

【事例3b】︓テラメッシュ⼯法（盛⼟内⽔位の⽐較）（エターナルプレザーブ株式会社）

ジオテキ補強土 テラメッシュ擁壁

7月6日3時

7月7日17時

平成29年九州北部豪雨の降雨データを用い
て浸透流解析を実施した。降雨中の両者の
差は顕著ではないが、降雨の土中への浸透
が進んだ7日17時では、テラメッシュの排
水性能が高いため擁壁背面の水位を低く抑
えることが確認された。

ふとん籠盛土湛水実
験および浸透流解析
が実施され、無対策
盛土では法尻部が崩
壊するのに対し、ふ
とん籠を用いた工法
では法尻部が補強さ
れるとともに排水効
果が確認された。

日大工学部によ
る盛土湛水実験
及び浸透流解析

浸透流解析による盛土内水位の比較

無対策盛土及び対策盛土の概要・状況写真 盛土飽和度の比較（無対策盛土のり尻崩壊時）

盛土内水位（赤線）の比較



【事例4a】ジオチューブ:浜崖後退抑⽌⼯（三井化学産資㈱）

浜崖後退抑⽌⼯とは、サンドパックとその背後に⾏う
養浜盛⼟が⼀体となって、砂丘が崖状に侵⾷する浜崖
（はまがけ）の後退を抑⽌する⼯法です。
本⼯法により砂丘が有する防護機能や塩害・⾶砂の抑

制機能を保全します。

サンドパックは現地の海浜材料や養浜材を中詰め材と
して⽤いるため、コンクリート護岸に⽐較して施⼯は迅
速です。また、サンドパックは養浜盛⼟に埋設して使⽤
されるため、現地の景観に配慮した計画が可能です。
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【事例4b】ジオチューブ:浜崖後退抑⽌⼯（三井化学産資㈱）



緩い砂地盤

丸太

充填材（砕⽯） 被覆⼟

鋼管
 丸太を砂地盤に打設することで地盤

を密実に改良する

 丸太を地下水位以深に打設すること
で炭素貯蔵を行う

継ぎ

密な砂地盤

杭ではないので丸
太の強度は問わな
い

樹種は問わない

丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法
（Log Piling Method for Liquefaction Mitigation and Carbon Stock）
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【事例5】丸太による緩和技術︓⽊材活⽤地盤対策研究会 (mokuchiken.com)
●技術審査証明 (技審証第3004) ●建築技術性能証明(GBRC性能証明13-17号改3) ●NETIS(KT-190054-A)

摩擦力

先端支持力

荷重

丸太による支持力

丸太

被覆土 充填材
(砕石)

基礎底版

軟弱土層

表層地盤

地盤による支持力

複合地盤の
支持力度

丸太部の
支持力度

丸太部を除く
地盤部分の支持力度= ＋

●日本建築センター (BCJ評定-FD0577-02)

丸太打設軟弱地盤対策＆カーボンストック⼯法
（Log Piling Method for Soft Ground and Carbon Stock）



【事例6】MEMS加速度センサICタグを⽤いた
斜⾯モニタリング⼿法

危険斜⾯のモニタリングによる⼟砂災害危機管理を実現するためには，
モニタリング⼿法の実⽤化が求められる．

（茨城大学）
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降水量（mm/10min） 実測データ 多変量予測（60min） ＡＩ予測（60min）

【状況の把握】 【デジタルツインと近未来予測】 【最適避難誘導と早期の復旧】

①IoTセンサによる情報収集

②オープンデータの収取と一元可
視化

①近未来AI水位予測

②リアルハザートマップによる氾
濫予報

③シミュレーションによる災害リ
スクの把握

①情報のパーソナル通知

②リアルハザートマップを活用し
た避難誘導

③早期復旧の支援
※開発中（FY2022サービスイン予定）

▲高度防災情報サービス事業
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激甚化する自然災害発生に備え、市民の逃げ遅れゼロを目指ざす高度広域防災情報サービスの社会実装を促進する。
多数の市民への被災影響が著しく広域連携が必要な近隣市町村を対象地域とする。

事業
内容

全国各地で豪雨が頻発・激甚化、広域被害拡大。
治水、砂防等のハードとソフト対策の一体化と、慢性的な人材不足の近隣自治体間の情報連携、相互助け合いが必要。

社会
課題

【事例7】減災に資する『⾼度広域防災プラットフォーム』
「逃げ遅れゼロ」を⽬指す⾼度防災情報サービス

（㈱福⼭コンサルタントによる）

（COPY RIGHT (C) FUKUYAMA CONSULTANTS CO., LTD.)



【事例8】リアルタイム⽔位監視システム
（㈱福⼭コンサルタント）

4.LRRI における地盤改良・
地盤補強技術



①東⽇本⼤震災の実績からＦL値は安全側の評価
②年代効果などを考慮しても液状化する宅地は対策が必要
③従来の道路・宅地⼀体型改良（拘束＋地下⽔低下）は⾼価
④新設時は液状化防⽌対策、既設では被害低減対策でも可
⑤地球温暖化による浸⽔危険度上昇＋地下⽔位上昇
⑥解析技術・複合効果・環境配慮・⻑期対応で合理的（礫材）⼯法

表層に排⽔層 パイルドラフト形式改良地表面からの浅層改良

＜事例1a＞D-Box ⼯法による液状化対策
（メトリー技術研究所㈱による）

＜事例1b＞D-Box による液状化対策（続）︓被災住宅のジャッキアップ修復
（メトリー技術研究所㈱による）

D・Box（⼤型⼟嚢）

吊り紐

マジックテープポリプロピレン布

トラスバンド
過剰間隙⽔圧の消散

⾮液状化層H1の増加盛⼟効果

・復旧時：①⽔平排⽔層（グラベルマット）
②盛⼟（共通D・Box）

鉛直断⾯

礫材⼊りD・Box

・噴砂防⽌
・間隙⽔圧消散

⇒液状化不同沈下防⽌対策



＜事例2a＞ フローティング型 壁式地盤改良パラウォール⼯法
（⼀財）⼟⽊研究センター

横断壁

浅層改良

盛土

洪積層

変位抑制壁

軟弱層

当該⼯法は、深層改良杭を連続打設して造成した横断壁を盛⼟縦断⽅向に⼀定間隔で
配置し、横断壁の上に浅層改良等による改良盤を構築する軟弱地盤対策であり、横断壁、
改良盤、変位抑制壁で構成される。変位抑制壁を横断壁より⻑く、あるいは⽀持地盤に着底
させるTYPEⅠと、変位抑制壁を横断壁と同定度の深度まで構築するTYPEⅡがある。

TYPEⅠ︓周辺変位の設計⽔準が厳しい場合 TYPEⅡ︓周辺変位の設計⽔準が低い場合

・従来の杭式改良より少ない改良⼟量で盛⼟、周辺部の沈下を低減できる
・盛⼟横断⽅向に改良壁が設置されるため、地下⽔の流れを阻害しない
・横断壁で囲まれた未改良領域が拘束されるため、耐震性能が向上
・改良盤と横断壁で囲まれた未改良領域が⼀体的に沈下し、盛⼟天端で不陸がほとんど発⽣しない
・埋没クリーク等の地質リスクに対し、盛⼟の安定性への影響が少なく、局所的な沈下が発⽣しにくい

横断壁

浅層改良

盛土

洪積層

変位抑制壁

軟弱層
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100

-30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70

沈
下

量
(c
m
)

盛土中央からの距離(m)

H=8m 完了約1ヵ月後 完了約3ヵ月後
完了約6.5ヵ月後 完了約12.5ヵ月後 完了約23.5ヵ月後
完了約36.5ヵ月後

横断壁変位抑制壁

＜事例 2b＞ フローティング型 壁式地盤改良パラウォール⼯法
（⼀財）⼟⽊研究センター
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過剰間隙水圧⊿U(kN/m2)

H=8m 完了約1ヵ月後

完了約3ヵ月後 完了約6.5ヵ月後

完了約12.5ヵ月後 完了約23.5ヵ月後

完了約36.5ヵ月後
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沈下量(cm)

H=8m 完了約1ヵ月後

完了約3ヵ月後 完了約6.5ヵ月後

完了約12.5ヵ月後 完了約23.5ヵ月後

完了約36.5ヵ月後

aHuc

aAs1

aAc2

aHlc

dMs

CL

5.9m

横断壁15m

変位抑制壁 5.2m

H=8m
1:1.8

1m 2m

◆施⼯実績
・国道208号⼤川佐賀道路試験盛⼟
・国道57号熊本宇⼟道路試験施⼯

◆特許番号︓第5961712号
発明の名称︓変位抑制壁を備える壁式地盤改良⼯法

◆商標登録「パラウォール⼯法」
登録番号︓第6332358号

盛⼟完了時

盛⼟完了約25ヵ⽉後

改良率約15%



＜事例3a＞ 低改良率深層混合処理⼯法+ジオテキスタイル⼯法
エターナルプレザーブ㈱

改良体【設計・施⼯】
・「ジオテキスタイルを⽤いた補強⼟の設計・施⼯マニュアル

第⼆回改訂版」（平成25年 ⼟⽊研究センター）
・「ALiCC⼯法マニュアル」（平成27年 ALiCC⼯法研究会）

口径改良体(φ2000mm)、改良体の間隔4m×4m、
改良率(19.5%)、長さ(17m)とジオテキスタイルを併用

安定性の確認 ③ジオテキスタイルの安定
・改良体と未改良部の
不等沈下量

・ジオテキスタイルの歪量

②改良体の⻑さ
・盛⼟⾃体の沈下量S1+S2
・官⺠界位置の沈下量①改良体の安定

・破壊・座屈
めり込み沈下

改良した部分の

沈下量S1

改良体以深の

沈下量s2

支持層

軟
弱
層

＜事例3b＞低改良率深層混合処理⼯法+ジオテキスタイル⼯法
エターナルプレザーブ㈱



＜事例4＞ハイブリッド・ストーンコラム⼯法 (H-SC ⼯法）
◆特許番号︓特許第6944164号

◆発明の名称︓
地盤改良⽅法及び改良地盤構造

◆ 出 願 ⽇ ︓ 令 和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇

◆ 登 録 ⽇ ︓ 令 和 3 年 9 ⽉ 14 ⽇

◆特許権者︓
国⽴⼤学法⼈茨城⼤学
みらい建設⼯業株式会社

◆発明者︓
⼩林 薫
安原⼀哉
⾜⽴雅樹

ジオグリッドが法⾯
のすべりや変位を抑制

＊特徴︓液状化層が深くても（例えば，
5 m 以上）災害を低減できる

５．これから開発が
期待される技術



コスト縮減

革新的な技術

災害低減環境負荷低減

基本思想：“増やす”から“減らす”へ：

【その１】“排出資源の利活⽤”

⾃
然
界
か
ら

の
排
出
資
源

産
業
界
か
ら

の
排
出
資
源【融合すれば】

適応と緩和の両⽅を備えた⾰新的な
建設材料や建設技術が⽣まれる︕



【その2】 “GGB”共⽣多重防御技術

グレー
(Grey-

infrastructure)

グリーン
(Green-

infrastructure)

ブラウン
(Brown-

infrastructure)

増⽔した河川

ジオテキスタイル
補強盛⼟

地⼭

洗掘

融合させた
多重防御
技術の開発

＜事例1＞護岸防御のための排出資源と
グリーンインフラの融合技術の例

コンクリー
ト護岸

植⽣

廃棄タイヤによる洗堀対応

海側 陸側

（引用元：Hazarika and Fukumoto (2016): International Journal of 
Geomechanics, ASCE）



(a)養浜

(c)蛇籠

(b)マング
ローブ
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＜事例2-a＞GGBによ多重防護

Yasuhara et al.(2016)

グレー(Grey)
グリーン(Green)

ブラウン(Brown)

グレーインフラ
（波消しブロック）
➢波⼒を弱める

＜事例2-b＞GGBによ多重防護例

グリーンインフラ
➢堤防を防護する

ブラウンインフラ
➢（堤防を強化する）

ベトナム沿岸域での提案
事例

ベトナム沿岸域での提案



６．LRRI が関与する
国⼟強靭化技術

〜まとめ〜

地域国⼟強靭化技術と社会貢献
◆インフラリハビリ技術(IRT)◆

＜例＞橋梁などインフラの健康診断と⻑寿命化

◆気候変動緩和・適応技術◆
＜例＞適応技術例︓⾬⽔処理施設，堤防嵩上げ

技術
緩和技術例︓カーボンキャプチュア技術

◆激甚化・広域化する多機能災害対応技術◆
＜例＞融合型地盤改良・地盤補強

◆ICRT援⽤ソフトウエア技術◆
＜例＞要⽀援者を念頭に置いた災害情報＆避難情報

伝達システム構築

集
約

危機感をあおるので
はなく，安⼼感を与
える具体的な技術
の提案と実践

分野や職種を超え
たステークホルダー
の結集による適切
な組織形成サポート
を通じた新しい技術
の開発

◆排出資源利活⽤政策＆技術◆
＜例＞建設残⼟など排出資源の有効利⽤システム構築



ご連絡先
◆郵便︓
• 郵便番号 〒319－1317

• 住所 茨城県那珂市菅⾕ 4527

◆電⼦メール︓
staff@lrri.or.jp

◆電話︓090-2639-5174

ご理解とご協⼒をお願い致します


